
A.（川上）素材生産事業体用
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　当組合は、植栽から素材生産まで一貫施業に
取り組んでいます。
　『伐って、使って、植えて、育てる』循環利
用を行ってA～D材まで採材し、再生可能な森
林資源のフル活用を進めています。
　技能員27名、10代から60代と幅広い年齢
層ですが平均年齢４５歳、と若返り中。
　高校卒業したばかりの方も増え、新人教育に
力を入れています。

・森林経営計画に基づき、適正な森林管理及び素材生産を行っています。
    現在、間伐から皆伐へ事業を展開中。
・高性能林業機械の導入やｽﾏｰﾄ林業へ向けて事業を行っています。
・不休災害目標を２０００日掲げ労働安全に取り組んでいます。
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・民有林と国有林が連携し原木の安定供給体制を構築中
・出荷先のご要望に沿った採材を可能な限り行っています。

2,697住 所 大田原市黒羽田町２２２番地

R4

保有機械

標準作業システム

伐　倒：チェーンソー
作業道・集材：フェラバンチャザウルス
　　　　　　　グラップル付きバックホウ
造　材：プロセッサ
集運材：フォワーダ

プロセッサ　2台
フォワーダ　2台
フェラーバンチャ　1台
バケットグラップル　1台
グラップル付バックホウ　4台

原木市場 　60%　製材工場　30%　　集成材工場  15%　　　
納 品 先

商社  5%　　　　　同業者　　　　　　　その他　　　

E-mail forest04@jf-ohtawara.or.jp

9,273Ｆ Ａ Ｘ ０２８７－５４－２８７７

20電 話 ０２８７－５３－１２１２

代 表 代表理事組合長　植竹　雅弘

スギ　22,000㎥、ヒノキ　4,000㎥
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量

大田原市森林組合

特 徴

概 要 森林経営計画に基づく５年間の伐採計画と素材生産量

P R 月別素材丸太生産量

年間に素材生産する丸太の規格と量


